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YN20-5000NW取扱説明書

はじめに

お使いになる前に

基本的な操作

電話帳を使う

PBXの機能を
利用する

よ り便利に使う

メ ンテナンス

こ のたびは、YN20-5000NWを お買い上げいた だ
きま し て、ま こ と にあ りがと う ございます。

• ご使用の前に、本「取扱説明書」を よ く お読みの
う え、内容を理解し てからお使い く だ さい。

• お読みにな ったあ と も、本商品のそばなどいつ
も手も とに置いてお使い く だ さ い。



本電話機は●

ークを画面に表示することができます。

技適マ、電波法ならびに電気通信事業法に基づく技術基準に適合し、
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はじめに

安全上のご注意
●必ずお守り ください●

ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。また、お読み
になった後は大切に保管してください。
ここに示した注意事項は、お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止する
ための内容を記載していますので、必ずお守りください。
次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場合に生じる危害や損害の程度を説
明しています。

1. 本電話機、電池パッ ク、充電台の取り扱いについて（共通）.............................. 4

2. 本電話機の取り扱いについて......................................................................................... 5

3. 電池パッ クの取り扱いについて.................................................................................... 7

4. 充電台およびACアダプ タの取り扱いについて .................................................... 9

危険 この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う危険が切迫
して生じることが想定される」内容です。

警告 この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う可能性が想
定される」内容です。

注意 この表示は、取り扱いを誤った場合、「傷害を負う可能性が想定される場
合および物的損害の発生が想定される」内容です。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、本電話機の本来の性能
を発揮できなかったり、機能停止を招く内容を示します。

この表示は、本電話機を取り扱う上での注意事項を示します。

知っておくと便利な事項、操作へのアドバイス等の補足説明を示します。

この絵表示は、してはいけない、「禁止」内容です。

この絵表示は、必ず実行していただく、「強制」内容です。

この絵表示は、プラグを必ずコンセントから抜いていただく内容です。

本書中のマーク説明

STOP

お願い

重要

ワンポイント

次の絵表示の区分は、お守り いただ く 内容を説明し ています。

「安全上のご注意」は、下記の項目に分けて説明し ています。
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危険
● 本電話機に使用する機器は当社が指定したものを使用し

てください。
・ 指定品以外のものを使用した場合は、電池パックを漏液、発熱、破

裂、発火させる原因となります。

警告
● 強い衝撃を与えたり、投げつけたりしないでください。

・ 電池パックの漏液、発熱、破裂、発火や機器の故障、火災の原因と
なります。

● 引火、爆発の恐れのある場所では使用しないでください。
・ プロパンガス、ガソリンなど引火性ガスや粉塵の発生する場所で

使用すると、爆発や火災の原因となります。

● 電子レンジや高圧容器に、電池パック、本電話機や充電台
を入れないでください。
・ 電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させたり、本電話機、充電台の

発熱、発煙、発火や回路部品を破壊させる原因となります。

注意
● 湿気やほこりの多い場所、また高温となる場所には保管

しないでください。
・ 故障の原因となります。

● 子供が使用する場合は、保護者が取り扱いの内容を教え
てください。また、使用中においても、指示どおりに使用
しているかをご注意ください。
・ けがなどの原因となります。

● 直射日光の強い場所や炎天下の車内などの高温の場所で
使用、放置しないでください。
・ 電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させたり、機器の変形、故障の

原因となります。

● ぐらついた台の上や傾いた場所など、不安定な場所には
置かないでください。
・ 落下して、けがや故障の原因となります。

● 乳幼児の手の届かない場所に保管してください。
・ けがなどの原因となります。

1. 本電話機、電池パック、充電台の取り扱いについて（共通）



は
じ
め
に

安
全
上
の
ご
注
意

5

　

警告
● 自動車等を運転中に使用しないでください。

・ 安全走行を損ない、事故の原因となります。車を安全なところに
停車させてからご使用ください。

● 分解、改造をしないでください。
・ 火災、けが、感電などの事故または故障の原因となります。無線機

器の改造は電波法違反にもなります。

● ストラップなどを持って本電話機を振り回さないでくだ
さい。
・ 本人や他の人などに当たり、けがなどの事故や故障および破損の

原因となります。

● 高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器の近くで
は、本電話機の電源を切ってください。
・ 電子機器が誤動作するなどの影響を与える場合があります。

＜ご注意いただきたい電子機器の例＞

・ 補聴器、ペースメーカ、その他医用電気機器、火災報知器、自動ド
ア、その他の自動制御機器など。

・ ペースメーカ、その他医用電気機器をご使用される方は、当該の
各医用電気機器メーカもしくは販売業者に電波による影響につ
いてご確認ください。

● 航空機内や病院など、使用を禁止された区域では、本電話
機の電源を切ってください。
・ 電子機器や医用電気機器に影響をおよぼす場合があります。
・ 医療機関内における使用については各医療機関の指示に従って

ください。

● 心臓の弱い方は、着信バイブレータ（振動）や着信音量の
設定に注意してください。

2. 本電話機の取り扱いについて
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注意
● 自動車内で使用した場合、車種によっては、まれに車載電

子機器に影響を与えることがあるため、自動車内で使用
する際は、十分な対電磁波保護がされているか、自動車販
売店にご確認ください。
・ 安全走行を損なう原因となります。

● 本電話機に他の機器を近接設置する場合、当該機器の設
置・運用基準を必ず守ってください。本電話機が誤動作す
る原因になることがあります。

● 磁気カードなどを本電話機に近づけないでください。
・ 磁気データが消えてしまうことがあります。

キャッシュカード、クレジットカード、テレホンカードなどの磁
気記録を利用しているものを本電話機に近づけないでください。

● ズボンやスカートの後ろのポケットに本電話機を入れた
まま、椅子などに座らないでください。
・ 故障の原因となります。

● 通話中は充電しないてください。
・ 低温やけどする原因となります。

● 鞄の底など無理な力がかかるような場所には、本電話機
を入れないでください。
・ 故障の原因となります。

2. 本電話機の取り扱いについて（つづき）
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電池パックに記載されている表示により、電池の種類をご確認ください。

　

表示 電池の種類

リチウムイオン リチウムイオン電池

危険
● 電池パックは火のそば、ストーブのそばなど、高温の場所

で使用、放置しないでください。
・ 電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。

● 電池パックをご使用の際は、次のことは絶対にしないで
ください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。
・ 火の中に投下しないでください。
・ 直接ハンダ付けしないでください。
・ 電池パックの端子を針金などの金属類で接続しないでください。

また、金属製ネックレスなどと一緒に持ち運んだり、保管しない
でください。

・ 釘を刺したり、ハンマーで叩いたり踏みつけたりしないでください。
・ 外装ケースをはがしたり、傷をつけないでください。

● 分解、改造をしないでください。
・ 電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。

● 電池パックは、プラス（＋）・マイナス（－）の向きが決めら
れています。本電話機に接続するときはプラス・マイナス
の向きを確かめてください。
・ 電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。

● 電池パック内部の液が目に入ったときは、こすらず、すぐ
にきれいな水で洗った後、直ちに医師の診療を受けてく
ださい。
・ 失明などの原因となります。

● 電池パックは本電話機にのみ使用してください。
・ 電池パックを指定以外の電源に使用すると、漏液、発熱、破裂、発

火させる原因となります。

3. 電池パックの取り扱いについて
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警告
● 所定の充電時間を超えても充電が完了しない場合は、充

電をやめてください。
・ 電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。

● 電池パックの使用中、充電中、保管時に、異臭、発熱、変色、
変形など、いままでと異なるときは、本電話機から取りは
ずし、使用しないで販売店へお問い合わせください。
・ そのまま使用すると、電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる

原因となります。

● 電池パック内部の液が皮膚や衣服に付着した場合は、直
ちにきれいな水で洗い流してください。
・ 皮膚に傷害をおこす原因となります。

● 電池パックが漏液したり異臭がするときは、直ちに火気
から遠ざけてください。
・ 漏液した溶解液に引火し、発火、破裂の原因となります。

注意
● 水やペットの尿などで電池パックを濡らさないでください。

・ 電池パックを発熱、発煙させたり、サビの原因となります。

●「二次電池」には希少金属が用いられております。
電池パック交換等対象電池パックが不要となった場合の
処理方法を下記に示しますのでご協力ください。
・ 電池不要時の処理方法
（1）リチウムイオンはリサイクル可能な貴重な資源です。
（2）交換後不要になった電池パックのリサイクルに際しては、

ショートによる発煙、発火の恐れがありますので、端子を絶縁
するためにテープを貼るかポリ袋に入れて、NEC環境ホーム
ページ上て示します「法人向け二次電池持ち込み拠点」への搬
入、あるいは、NEC環境ホームページ上で示します方法等に準
拠した、適切な回収処理を行ってください。

なお、NEC環境ホームページは、
「http://www.nec.co.jp/eco/ja/」

をご覧ください。

3. 電池パックの取り扱いについて（つづき）

http://www.nec.co.jp/eco/ja/
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警告
● ACアダプタは必ずAC100Vを使用してください。

・ 誤った電圧で使用すると、火災、故障の原因となります。

● ACアダプタ、電源コードが傷んだら使用しないでください。
・ 感電、発煙、火災の原因となります。

● 分解、改造をしないでください。
・ 感電、火災、故障の原因となります。

● 充電台を濡らさないでください。
・ 水やペットの尿などの液体が入ると発熱、感電、故障などの原因

となります。使用場所、取り扱いにご注意ください。

● 濡れた手で充電台、AC アダプタ、電源コードやコンセン
トに触れないでください
・ 感電の原因となります。

● 万一水などの液体が入った場合は、直ちにコンセントか
らプラグを抜いてください。
・ 感電や発煙、火災の原因となります。

● ACアダプタについたほこりは拭き取ってください。
・ 火災の原因となります。

● コンセントにつながれた状態で充電端子をショートさせ
ないでください。
また、充電端子に手や指など、身体の一部を触れないでく
ださい。
・ 火災、故障、感電、傷害の原因となります。

● AC アダプタや充電台は、風呂場など湿気の多い場所では
絶対に使用しないでください。
・ 感電の原因となります。

● 充電台は、指定のACアダプタを使用して本電話機と電池
パックの充電にのみ使用してください。
・ 指定以外の AC アダプタを使用すると、電池パックを漏液、発熱、

破裂、発火させる原因となります。

● AC アダプタは、本電話機および指定の電池パックの専用
品です。他の製品、用途では使用しないでください。

4. 充電台およびACアダプタの取り扱いについて
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警告
● 充電台にコイン、クリップなどの金属類を置かないでく

ださい。
・ 金属類が発熱し、やけどの原因となります。

注意
● AC アダプタ、電源コードの上に重いものをのせたり、改造

したりしないでください。
・ 感電や火災の原因となります。

● 充電終了後は、コンセントからACアダプタのプラグを抜
いてください。
・ 火災、故障の原因となります。

● AC アダプタをコンセントから抜くときは、必ず AC アダ
プタ本体を持って抜いてください。
・ コードを引っ張ると、コードが傷つき、感電や火災の原因となり

ます。

● 充電中は、充電台を安定した場所に置いてください。ま
た、充電台を布や布団でおおったり、包んだりしないでく
ださい。
・ 電話機がはずれたり、熱がこもり、火災、故障の原因となります。

● 清掃する際には、必ずコンセントからACアダプタのプラ
グを抜いてください。
・ 感電の原因となります。

4. 充電台およびACアダプタの取り扱いについて（つづき）
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共通のお願い
お手入れは乾いた柔らかい布で行って く だ さい。

濡れたぞうきんなどで拭くと、故障の原因となります。また、アルコール、シンナー、ベンジ
ン、洗剤などで拭くと、印刷が消えたり、色があせたりすることがあります。

端子は時々乾いた綿棒で清掃し て く だ さい。
端子が汚れていると接触が悪くなり、電源が切れることがあります。また、充電台では正常
に充電できない場合があります。

エアコ ンの吹き出し口の近 く に置かないで く だ さい。
急激な温度の変化により結露がつき、内部が腐食する原因となります。

本電話機に無理な力がかかるよ う な場所に置かないで く だ さい。
多くの物がつまった荷物の中に入れたり、衣服のポケットに入れて座ると、液晶ディスプレ
イ、内部基板等の破損/故障の原因となります。

本電話機についてのお願い
極端な高温・低温はさけて く だ さい。

温度は0℃～40℃、湿度は35%～85%の範囲（ただし結露しないこと）でお使いください。

一般の電話機やテ レ ビ・ラ ジオ等をお使いにな っ ている近 く で使用する
と、影響を与える場合があ り ますのでなるべ く 離れた場所でご使用 く だ
さい。

電池パックについてのお願い
直射日光があたらず、風通しのよい涼しい場所に保管し て く だ さい。

長時間使用しないときは、使いきった状態で本電話機からはずして保管してください。

電池パッ クは消耗品です。
充電を繰り返しても機能が回復しない、または使用できる時間が 初の半分程度になる場
合、電池パックの寿命です。指定の新しい電池パックをお買い求めください。

不要になった電池パッ クは一般のゴ ミ と一緒に捨てないで く だ さい。
交換後不要になった電池パックのリサイクルに際しては、ショートによる発煙、発火の恐れ
がありますので、端子を絶縁するためにテープを貼るかポリ袋に入れて、NEC環境ホーム
ページ上で示します「法人向け二次電池持ち込み拠点」への搬入、あるいは、NEC環境ホーム
ページ上で示します方法等に準拠した、適切な回収処理を行ってください。

なお、NEC環境ホームページは、
「http://www.nec.co.jp/eco/ja/」

をご覧ください。

充電台についてのお願い
次のよ う な場所では充電し ないで く だ さい。

周囲の温度が5℃以下または35℃以上になる場所
湿気・ほこり振動の多い場所（誤動作の原因となります。）
ラジオなどのそば（ラジオなどに雑音が入ることがあります。）

取り扱い上のお願い

http://www.nec.co.jp/eco/ja/
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本電話機は、電池カバーを取 り 付けてUSB端子のキャ ッ プ を し っか り 閉
めた状態で、IP55相当/IP57相当の防水性能と防塵性能（当社試験方法によ
る）を有してお り ますが、これは完全防水を保証する ものではあり ません。
下記の注意事項をお読みの う え、適切な方法でご利用される よ う お願い
いた し ます。

防水性能について

～IPX5の防水性能～
IPX5とは、本電話機のUSB端子のキャ ッ プ を し っか り 閉めた状態で、内径
6.3mmの ノ ズルを用いて、約3mの距離から約12.5リ ッ ト ル/分の水を3分以
上注水する条件で、あらゆる方向からの ノ ズルによ る噴流水によ っても、
電話機と し ての性能を保つこ と を意味し ます。

流水によ っても、電話機と し ての性能を保つこ と を意味し ます。

～IPX7の防水性能～

IPX7とは、本電話機を常温の水道水、かつ水深1mの静水に、USB端子のキ
ャ ッ プ を し っか り 閉めた状態で静かに沈め、30分間放置後に取り出し た
後に電話機と し ての機能を有する こ と を意味し ます。
※耐水圧設計ではあ り ませんので、高い水圧で水をかけた り、長時間水中
   に放置し た り などはし ないで く だ さい。

実際の使用に当た っ て、すべての状況で動作を保証する ものではあ り ま
せん。弊社内で調査し た結果、お客様の不適切な使用による故障と判明し

た場合には、保証対象外と な り ます。

本電話機の防水上の注意事項
• 電池カバーを本電話機に取り付けて、USB端子のキャ ッ プを し っかり閉

めて く だ さ い。電池力バーやキャ ッ プが浮いている と こ ろがない こ と
を確認し てから ご使用 く だ さ い。すき間に髪の毛1本程度の微細な もの
で も挟ま っ た場合、水が付着 し た際に本体内部に浸水する こ とがあ り
ます。

• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プが開いている場合、本体内部に浸水し、
感電や故障の原因と なる こ とがあ り ます。

防水性能について

IP5Xとは、保護度合いを指し、直径75μm以下の塵埃（じんあい）が入った装
置に電話機を8時間入れてかくはんさせ、取り出したときに電話機の機能を有
し、かつ安全を維持することを意味します。

～IP5Xの防塵性能～

12
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本電話機の防水上の注意事項（つづき）
• 水につけた状態では使用（キャ ッ プ等の開閉やキー操作も含む）し ない

で く だ さ い。また水中に長時間放置し ないで く だ さ い。故障の原因にな
り ます。本電話機は水に浮きません。

• 手が濡れてい る と きや本電話機に水滴が付い てい る状態で、電池 カ
バー、USB端子のキャ ッ プの開閉を し ないで く ださい。

• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プのゴムパッキンに水滴や汚れ、砂粒、泥
などがわすかで も付着し ている場合、乾いた柔らかい清潔な布で拭き
取って く だ さい。

• 海水、温泉、プールの水や、石けん、洗剤、シ ャ ンプー、リ ンス、入浴剤、薬
品などの入っ た水には絶対につけないで く だ さ い。も し、誤っ て付着し
た場合、そのままにせず、すみやかに洗面器などに溜めた水道水で洗っ
て く だ さ い。洗 う 際にはブ ラ シなどは使用せず、USB 端子のキャ ッ プが
開かないよ う に押さ えたままで洗って く だ さい。
また、蛇口からの流水は直接当てないで く だ さ い。洗濯機や超音波洗浄
機等で洗わないで く だ さい。

• 送話口（マ イ ク）、ス ピーカ など を先が と がっ た ものでつつかないで く
だ さい。防水性能が損なわれる原因と な り ます。

• 送話口（マ イ ク）、スピーカに水滴を残さ ないで く だ さ い。通話不良の原
因と なる恐れがあ り ます。

• 本電話機は耐熱設計ではあ り ません。熱湯をかけた り、サウナで使用し
た り、また ド ラ イヤなどの熱風を当てた り し ないで く ださい。

• 本電話機は防湿設計ではあ り ません。お風呂場、キ ッ チン など、湿気の
多い場所には長時間放置 し ないで く だ さ い。また、胸ポケ ッ ト など、体
温がこ も りやすい場所にご注意 く だ さい。

• 本電話機の防水性能は、常温の真水・水道水にのみ対応し ています。
• 本電話機を落下さ せる と、衝撃によ り 傷の発生や防水性能を劣化 さ せ

る こ とがあ り ます。本電話機を落下させるなど し た場合には、防水性能
の保証を負いかねます。取扱いには十分ご注意 く ださい。

• 電池カバーが破損 し た場合には内部に水が入 り、感電や電池の腐食な
ど故障の原因と な り ます。その場合は電池カバーを交換し て く ださい。

• 本電話機を砂浜などの上に直接置かないで く だ さ い。送話口（マイ ク）、
スピーカ などに砂粒などが入 り、音が聴き取 り に く く な る恐れがあ り
ます。

• 充電台、AC アダプ タ、電池パッ クなどの付属品は防水性能を有し てお り
ません。水分や湿気のある場所で使用し ないで く ださい。
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濡れたときは
• 本電話機が濡れた と きには、乾いた手で、乾いた柔らかい清潔な布をご

使用の上、丁寧に拭いて く だ さい。
• 充電端子、USB端子がシ ョ ー卜する恐れがあるため、水滴が付着したまま

放置し ないで く ださい。また、濡れている状態で充電し ないで く ださい。
• 寒冷地で本電話機に水滴が付着し たまま放置する と凍結する こ とがあ

り ます。凍結し た状態で使用する と故障の原因にな り ますので、水分が
付着し たら必ず拭き取って く だ さい。

• 本電話機に水滴が付着し た状態で放置 し ないで く だ さ い。本電話機は
ボ タ ンの周囲に水分が入 り 込む構造にな っ ていますが、水分が入 り 込
んだ場合は本電話機を垂直に し、軽 く たた く など し て払い落 と し て く
だ さ い。その際、本電話機を落下 さ せないよ う 十分注意 し て く だ さ い。
払い落 と せず残っ た水分は、乾いた柔らかい清潔な布で拭き取っ て く
だ さい。

• 本電話機に水や雪がついた状態のままにする と、本体に付着し た水や、
すき間にたま っ た水で服やバ ッ グを濡らす場合があ り ますのでご注意
く だ さい。

• 電子レンジ、オーブンやド ラ イヤー等で乾燥させないで く ださい。

利用シーン別の注意事項
～雨の中で～

• 電池カバー、およびUSB端子のキャ ッ プを し っかり閉じ た状態で、雨の
中で使用する こ とができます。

• 「やや強い雨※」の中で、傘を さ さずに通話できます。
• 雨の中や、手が濡れている と き、あるいは水滴が付いたままでの電池カ

バーの取り外しや、USB端子のキャ ッ プの開閉は絶対に行わないで く だ
さい。

※ やや強い雨とは、1時間の雨量が10mm以上20mm未満のこ と をいいます。

～洗う～
• 汚れた場合、洗面器などに溜めた水道水で洗う こ とができます。
• 洗う 際にはブ ラシなどは使用せず、USB端子のキャ ッ プが開かないよ う

に手で押さ えたまま洗って く だ さい。
• 耐水圧設計ではあ り ませんので、水道の蛇口やシ ャ ワーなどから直接

流水をかけないで く だ さ い。また、洗面器などの水の中に、長時間放置
し ないで く だ さい。

• 本電話機は水に浮き ません。水の中に投げ入れた りせずに、手で持っ た
状態で取り扱って く だ さい。

• 本電話機を洗濯機や超音波洗浄機や食器洗い機などに入れて洗わない
で く だ さい。
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利用シーン別の注意事項（つづき）
～お風呂場で～

• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プを し っかり閉じた状態で、お風呂場で使
用する こ とができます。濡れた手で持って通話する こ と もできますが、湯
船にはつけないで く ださい。

• 水道水や真水の中につけ る こ と はで き ま すが、温泉や石けん、洗剤、
シャ ンプー、リ ンス、入浴剤などの入った水にはつけないで く ださい。

• 水につけた状態では使用（キャ ッ プ等の開閉やキー操作も含む）し ない
で く だ さい。故障の原因にな り ます。

• 耐水圧設計ではあ り ませんので、水道の蛇口やシ ャ ワーなどから直接
流水をかけないで く だ さい。

• 使用する場所によ っては、電波が入り に く く なる こ とがあ り ます。
• 使用場所の急激な温度の変化は、結露の原因と な り、故障につながり ま

す。寒い場所から暖かいお風呂場などに本電話機を持ち込む場合には、
本電話機が常温になったこ と を確認し てから持ち込んで く ださい。

• デ ィ スプ レ イパネルの内側に結露が発生 し た場合には、結露が取れる
まで常温の状態で放置し て く だ さい。

• お風呂場での長時間のご使用は避けて く だ さい。
• 本電話機を浴槽につけた り、落下させた り し ないよ う注意し て く ださい。
• 本電話機は耐熱設計ではあ り ません。熱湯につけた り、サウナで使用し

た り、温風（ド ラ イヤなど）を当てた り し ないで く ださい。
• 周囲温度0℃～40℃、湿度35%～85%の範囲で使用し て く ださい。
• 充電台、AC アダプ タ、電池パッ クなどの付属品は防水性能を有し てはお

り ません。お風呂場には持ち込まないで く だ さい。

～キッチンで～
• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プを し っかり閉じた状態で、キッ チンで使

用する こ とができます。
• 石けん、洗剤、調味料、ジ ュース、お茶、果物の果汁など、水道水以外のも

のをかけた り、つけた り し ないで く だ さい。
• 耐熱設計ではあ り ませんので、ポ ッ ト のお湯などの熱湯や冷水をかけ

た り、つけた り し ないで く だ さい。
• 耐水圧設計ではあ り ませんので、水道の蛇口やシ ャ ワーなどから直接

流水をかけないで く だ さい。
• 耐熱設計ではあ り ませんので、コ ンロのそばや冷蔵庫の中など、極端に

高温・低温になる所には置かないで く だ さい。
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利用シーン別の注意事項（つづき）
～プールサイ ドで～

• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プを し っかり閉じた状態で、プールサイ ド
で使用する こ とができます。

• 濡れた手で持っ て通話する こ と も で き ますが、プールの水などの薬品
が含まれている水につけた り、落下させた り し ないで く ださい。

• 水につけた状態では使用（キャ ッ プ等の開閉やキー操作も含む）し ない
で く だ さい。故障の原因にな り ます。

• プールの水がかかっ た場合は、洗面器などに水道水を溜めて洗い流 し
て く だ さ い。洗 う 際にはブ ラ シなどは使用せず、USB端子のキャ ッ プが
開かないよ う に手で押さ えたまま洗って く ださい。

• 炎天下で高温になる場所で使用し た り、放置し た り し ないで く ださい。

充電する際の注意事項
• 充電台、AC アダプ タ、電池パッ クなどの付属品は防水性能を有し てはお

り ません。充電時、および充電後には、必す次の点を確認し て く ださい。
-水に濡れた後に充電する場合は、乾いた柔らかい清潔な布で水を拭き

取ってから充電し て く だ さい。
-充電の際にUSB端子のキャ ッ プを開いた場合には、充電後にキャ ッ プを

し っかり閉じ て く ださい。
-本電話機が濡れている状態では絶対に充電し ないで く ださい。感電や本

体内部の回路がシ ョ ー卜するなど し て、火災や故障の原因と な り ます。
-充電台、ACアダプ タ を濡れた手で触れないで く だ さい。感電の原因と

な り ます。
-充電台、ACアダプ タは、水のかからない場所で使用し て く だ さい。濡れ

た状態で使用する と火災・感電の原因と な り ます。
-充電台、ACアダプ タは、お風呂場、キッ チン、サウナ、洗面所などの水周

りや湿気の多い場所では使用し ないで く だ さい。火災・感電の原因と
な り ます。

• 充電時は、充電台をご使用 く だ さい。
USB端子のキ ャ ッ プ を開けてACアダプ タ と 接続 し て も充電で き ます
が、充電台を使用する こ と でキャ ッ プの閉め忘れや、すき間に異物が挟
まる こ と を防ぐ こ とができます。本体とUSB端子のキャ ッ プ とのすき間
に異物が挟まる と防水性が保持できないこ とがあ り ます。
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ゴムパッキンについての注意事項
本電話機の電池カバー、USB端子のキャ ッ プの周囲のゴムパッ キンは、防
水性能を保持するために非常に重要な役割を果た し ます。そのため以下
の点に注意し て く だ さい。
• ゴムパッキンをはがし た り、傷付けた り し ないで く ださい。
• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プを閉める際はゴムパッキンを挟み込まな

いよ う注意して く ださい。挟み込んだまま無理やり閉めよ う とする と、ゴ
ムパッキンが傷付き、防水性能が保持できな く なる場合があり ます。

• 常温の真水や水道水以外の液体（海水、温泉、プールの水や、石けん、洗
剤、シ ャ ン プー、リ ン ス、入浴剤、薬品、汗な どの入 っ た水）が付着す る
と、防水性能を維持できな く なる場合があ り ます。

• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プの開閉などをする と きは手袋などを し
たまま操作し ないで く だ さ い。また、カバーやキャ ッ プにゴ ミ などが付
着し ないよ う に し て く だ さ い。ゴムパ ッ キンの接触面に微細なゴ ミ （髪
の毛1本、砂粒1個、微細な繊維など）がわずかで も挟まる と、本体内部に
浸水する原因 と な る こ と があ り ます。微細なゴ ミ が付着 し ている場合
は、乾いた柔らかい清潔な布で拭き取って く ださい。

• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プのすき間に、先のとがったものを差し込
まないで く ださい。ゴムパッキンが傷つ く おそれがあり、本体内部に浸水
する原因と な り ます。

• 電池カバー、USB端子のキャ ッ プを閉じ る と きは、ゴムパッキンが付いて
いる こ と を確認し て く ださい。

ご注意
• 防水性能を維持するためには、異常の有無にかかわらず2年ご とのメ ン

テナンスが必要です。
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●取扱説明書の構成

はじめに 本電話機を使用するときに注意していただ
きたいことなどを説明しています。

基本操作編 単純に電話をかけたり、受けたりするまでの
基本的な操作について説明しています。

1.お使いになる前に
お使いになる前に知っておいていただき
たいことをまとめています。

2.基本的な操作
電話をかけたり、受けたり、という基本的
な操作と文字入力など使用頻度の高い機
能を説明しています。

3.電話帳を使う
電話帳を登録したり、電話帳を利用して
電話をかける操作について説明していま
す。

活用編 本電話機をより活用していただくための機
能や高度な使い方について説明しています。

4. PBXの機能を利用する
ソフトキーやPBXのローミング機能を
利用する方法を説明しています。

5.よ り便利に使う
本電話機で利用できる便利な機能や、使
い勝手をよくする設定操作について説明
しています。

メ ンテナンス 6. メ ンテナンス
故障かな?と思ったときの確認方法や仕
様などを説明しています。

取扱説明書の見方
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●ボタ ンの表記

●操作説明のページの構成

機能キーの中央を押すマークです。ソフトキーやメニューなどで
選択している機能を表示確定するとき、設定を実行するときなど
に押します。

機能キーを上下左右に押すマークです。ソフトキーやメインメ
ニューを選択するときなどに押します。

ダイヤルボタンを使って数字や文字を入力するマークです。電話
をかけたり、電話帳の名前などを入力するときなどに使います。

そのマークのボタンを押すマークです。それぞれボタン上に機能
がついています。

他/

章タ イ ト ル
章ごとにタイトルが付けら
れています。

タ イ ト ル
目的ごとにタイトルが付け
られています。

ワンポイ ン ト
知っておくと便利な事項、操
作へのアドバイス等の補足
説明を示します。

STOP
この表示を無視して、誤った
取り扱いをすると、本電話機
の本来の性能を発揮できな
かったり、機能停止を招く内
容を示します。

重要
この表示は、本電話機を取り扱
う上での注意事項を示します。

モー ドのマーク
公衆モードで使用している
ときのみ利用できる機能で
す。

事業所コードレスシステム
モードで使用しているとき
のみ利用できる機能です。

トランシーバーモードで使
用しているときのみ利用で
きる機能です。
* マークのないところは、す

べてのモードで共通に利用
できる機能です。

操作手順説明
順番に操作を説明します。

3

1

2

PHS

　ピック　

　モード　

　3000　
メニュー

　電話帳　

1212：34

12 34
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日

ワンポイント

STOP

お願い

重要

PHS
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